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 要 旨 

目的： 

アルコール乱用は若者において予防可能な外傷の重要な情報源である。アルコールスク

リーニングと短い介入がアメリカ外科学会に公認された外傷センターでは要求される一

方、標準的なスクリーニング方法はない。検査のガイドラインを開発するため、外傷後の

若者のアルコールスクリーニングについて、どの集団に対してスクリーニングが必要か、

どのスクリーニングツールが最も効果的か、どの時点でスクリーニングが行われるべきか

に焦点を当て、既存のエビデンスをレヴューした。 

方法： 

アルコール依存症、外傷、スクリーニングに関連する文献を PubMed にて検索した結果、

1,013 の論文の抄録をレヴューした。85 の原著論文を除外基準にしたがって検討した。論

文は研究タイプ、場所（アメリカ以外）、出版された年、研究目的に適さないことに基づ

き除外された。 

結果： 

26 の研究が包含基準を満たした。外傷のある若年集団に対するアルコール乱用のスク

リーニングを支持した。14 歳以上の若者はアルコール乱用の検査で陽性と出やすいが、

スクリーニングを 12 歳以下で始める必要があるかもしれないことを示唆した。アルコー

ル使用障害特定テストと、精神障害の診断と統計の手引き第Ⅳ版に基づくアルコール使用

障害の 2つの質問調査により、調査及び生化学的スクリーニングのどちらの方法でも潜在

的に危険な状態にある若者を同定できる。 

結論： 

負傷した若年外傷患者は、病院に来院中にアルコール乱用のスクリーニングをされるべ

きである。潜在的に危険性の高い若者が多く含まれる対象に介入するためスクリーニング

は最低でも 12 歳から始めるべきである。全ての潜在的に危険性のある若者を同定する検

査はないので、生化学的テスト及び標準化された質問票のどちらも用いた一連のスクリー

ニング手段はスクリーニングの有効性を高めるかもしれない。 


